

































































































こうした状況の中、2011年 11月11日、第 3 回目
のグローバル教育セミナーが『危機の時代におけ
るグローバル教育―ポスト開発／脱成長時代にお
ける教育の果たす役割考える』をテーマのもと、
講演とパネルディスカッションの２部構成で開催さ
れました。
第１部は、開発学の第一人者である早稲田大学
名誉教授の西川潤先生の『ポスト経済成長時代の
開発と教育』というテーマの基調講演でした。そ
の講演の後、当多文化公共圏センター長であり国
際学部の重田康博教授と教育学部の陣内雄次教
授から、「開発教育の視点から」及び「持続可能
な開発のための教育（ESD）の視点から」、「グロー
バル教育の役割と課題」についての事例報告があ
りました。
第２部は、「ポスト開発 / 脱成長時代のための
活動 －　3.11 東日本大震災後の世界と日本への
対応 　グローバル教育の立場から何ができるの
か」をテーマに、4人のパネリストに対し、司会の
重田教授が、
①ポスト開発時代の理論と実践を考える方向性を
導く－人間性の回復、人間の生き方や権利の獲
得、人間や自然との共生について　
②コミュニティの再生－地域の再生プランと教育の
現場をつなぐ機能について
③開発の当事者として日本の経済社会構造への問
い直しに関する３つの質問を投げかけ、その質
問に答えていただく形でデスカッションが進めら
れました。 
パネリストとして、中野佳裕氏（国際基督教大学
研究員）、阪本公美子氏（宇都宮大学国際学部准
教授）楠利明氏（元アジア学院事務局長）、そし
て、半田好男氏（栃木県立高等学校教員）の 4人
の方々が、研究者、有機農業実践者、高校教師等、
それぞれ異なった立場からの考えを発表しました。
　又、このパネルディスカッションでは、会場の学
生達に用紙が配られ、それに意見を記入してもら
『危機の時代におけるグローバル教育
　― ポスト開発／脱成長時代における教育の果たす役割考える』
